
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和元年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

補助事業に要し
た経費

17,552,620 16,236,0281

公共用施
設に係る
整備，維
持補修又
は維持運
営等措置

給水車整備事業 阿久根市

番号 備　考補助金充当額
補助事業者名又は間
接補助事業者名

補助事業の名称措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

措置名 補助金事業名

公共用施設に係る整備，維
持補修又は維持運営等措置

給水車整備事業

補助事業に関係する主
要政策・施策と目標

《主要政策・施策》
第5次阿久根市総合計画（後期基本計画）（平成27年度～令和元年度）
　政策5　市民の生命と財産を守る
　　基本政策1　防災力と危機管理体制を強化する
　　　【基本事業】④危機管理体制の充実
　　　　　　　　　　市民の危機管理意識を高めるために，防災訓練等の実施や自主防災組織の
　　　　　　　　　　設立及び活動強化に努め，地域の防災力を強化します。

《成果目標》
市内自主防災組織率　82％（平成29年度）→85％（令和元年度）

補助事業実施場所 阿久根市鶴見町

補助事業の概要

　阿久根市では，市民の防災意識の高揚と知識の普及を図るため，自主防災組織の育成に努め，要配慮者の
支援や災害の未然防止など地域ぐるみの防災活動を促進しており，大規模災害が発生した場合，迅速かつ充
実した対応をするために，本補助金を充当して災害対策用給水車の整備を行います。

・加圧式給水車（3トン車）4WDオートマチック，乗車定員3人　1台
・タンク容量3,000L
・エンジン駆動ポンプ（最大排気量250L/min）
・電動ポンプ（最大吐出量30L/min）

番号

1

補助事業者名又は間接補助事業者名 阿久根市

（単位：円）



補助事業の契約の概要

平成29年度 平成30年度

補助事業の担当課室

補助事業の評価課室

阿久根市総務課

阿久根市総務課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
給水車整備 指名競争入札 いすゞ自動車九州株式会社川内支店（薩摩川内市） 17,552,620

16,236,028

16,236,028

事業期間の設定理由

達成度

％
％
％

- - 1
- - 1

活動実績
活動見込

補助金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため，事業実施翌年度早期に評価を実施

　本補助金の活用により，大規模災害時での迅速かつ充実した対応をするために必要な災害
対策用給水車を整備することができました。これにより，市が推進している市民の防災意識
の高揚と知識の普及，自主防災組織の育成，要配慮者の支援や災害の未然防止など地域ぐる
みの防災活動の体制が強化されました。引き続き，施設の安定した維持管理を行うことによ
り施設の長寿命化に努めます。

無

補助事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

市内自主防
災組織率
85％

令和２年度

令和元年度 備　考

0

市内自主防災組
織率：自主防災
組織世帯数／全

世帯×100

0

0 0 17,552,620

- - 100
車両整備台数

補助事業の活動指標及
び活動実績

成果実績

0うち経済産業省分

平成29年度

補助金充当額

うち文部科学省分

0

達成度

活動指標
台
台
％

総事業費

目標値

単位

補助事業の総事業費等

令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度事業開始年度

成果目標 成果指標

令和元年平成30年度

86
85
101

評価年度



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和元年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

3

公共用施
設に係る
整備，維
持補修又
は維持運
営等措置

葬斎場指定管理事業 阿久根市 13,271,400 13,108,800

2

公共用施
設に係る
整備，維
持補修又
は維持運
営等措置

図書館及び郷土資料館指定
管理事業

阿久根市 18,602,000 18,375,000

（単位：円）

措置名
補助事業に要し

た経費

13,497,000 13,171,3051

公共用施
設に係る
整備，維
持補修又
は維持運
営等措置

番所丘公園指定管理事業 阿久根市

番号 備　考補助金充当額
補助事業者名又は間

接補助事業者名
補助事業の名称



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

番号

1

（単位：円）

補助事業に関係する主
要政策・施策と目標

《主要政策・施策》
第5次阿久根市総合計画（後期基本計画）(平成27年度～令和元年度)
　基本目標2　自然と共生し快適で住みよいまち
　　政策3　自然と調和した潤いのある環境を形成する
　　　基本施策2　公園や緑地で憩いの空間をつくる
　　　　【基本事業】①　安全な公園施設の供用と公園美化の推進
　　　　　　　　　　　誰もが安心して公園を利用できるように，施設・設備の維
　　　　　　　　　　　持管理に努めます。また，施設内の花づくりなど緑化・美
　　　　　　　　　　　化を推進します。

補助事業実施場所 阿久根市西目

補助事業の概要

　番所丘公園は，市民の休息，遊戯，運動など様々なコミュニティ活動に利用されており，公園を適切に
維持管理するため，管理業務委託費に補助金を充当します。

・番所丘公園管理運営業務に係る委託費（7月～3月の9か月分）

平成29年度 事業終了（予定）年度 令和3年度事業開始年度

指定管理者制度による指定管理期間終了まで事業期間の設定理由

阿久根市

措置名 補助金事業名

公共用施設に係る整備，維
持補修又は維持運営等措置

番所丘公園指定管理事業

補助事業者名又は間接補助事業者名



うち経済産業省分

平成29年度

13,171,305

13,497,000 40,161,000円（3ヶ年計）

100 100 100
指定管理料の充当月数

備　考

13,171,305

13,171,305

活動実績
活動見込

補助事業の活動指標及
び活動実績

総事業費

補助金充当額

うち文部科学省分

13,171,305

達成度

活動指標
月
月
％

令和元年度

13,332,000 13,332,000

補助事業の契約の概要

補助事業の総事業費等

成果目標 成果指標

令和元年度平成30年度

達成度

％

％

％

9 9 9
9 9 9

平成29年度 平成30年度

補助金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため，事業実施翌年度早期に評価を実施

　本補助金の活用により，公園を適切に維持管理することができ，様々なコミュニティ活動に利用するこ
とができました。これにより，当該公園の主な利用者である地域住民が安心及び快適に公園を使用でき利
便性向上が図られました。
　「施設運営・利用に対する満足度」について,令和元年度は100％で，成果目標である100％を達成でき
ました。引き続き，地域住民の憩いの場として公園を利用できるよう公園の維持及び管理に努めます。

無

補助事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

施設運営・利用
に対する満足度

100％

施設運営・利用に
対するアンケート
調査：満足してい
ると回答した人数
÷アンケート回答

数×100

100

100

100

評価年度 令和2年度

成果実績

目標値

単位

補助事業の担当課室

補助事業の評価課室

阿久根市都市建設課

阿久根市都市建設課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

番所丘公園管理運営業務に
係る委託費

随意契約（公募）
（株）日本水泳振興会

（東京都中野区）
13,497,000

13,171,305

13,171,305



番号 措置名 補助金事業名

2
公共用施設に係る整備，維
持補修又は維持運営等措置

図書館及び郷土資料館指定管理事業

補助事業者名又は間接補助事業者名 阿久根市
補助事業実施場所 阿久根市高松町

補助事業の概要

　阿久根市では，第5次阿久根市総合計画に基づき，読書の啓発など生涯にわたり学ぶ環境を作ることに
取り組んでいます。中でも，阿久根市立図書館及び郷土資料館は，郷土の歴史や文化財などの展示による
郷土を愛する心を育むと共に知の交流拠点としての役割が期待されます。そのための阿久根市立図書館及
び郷土資料館の管理業務委託費に補助金を充当します。

・図書館及び郷土資料館管理運営業務に係る委託費（7月～3月分の9か月分）

補助事業に関係する主
要政策・施策と目標

《主要政策・施策》
第5次阿久根市総合計画（後期基本計画）（平成27年度～令和元年度）
　基本目標4　豊かな人と文化をはぐくみ瞳かがやくまち
　　政策2　生涯にわたり学習・スポーツ活動する環境をつくる
　　　基本施策1　生涯にわたり学ぶ環境をつくる
　　　　【基本事業】③読書の推進
　　　　　　　　　　　市立図書館を読書活動の拠点とし，読書活動を活発にする
　　　　　　　　　　　取組を行います。

事業開始年度 平成28年度 事業終了（予定）年度 令和2年度

事業期間の設定理由 指定管理者制度による指定管理期間終了まで



補助金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和2年度

寄せられる
意見・苦情件数0件

寄せられる
意見・苦情件数の

計

成果実績 件 0
目標値 件 0
達成度 ％ 100

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため，事業実施翌年度早期に評価を実施

補助事業の定性的な成果及び評価等

　本補助金の活用により，図書館及び郷土資料館を管理運営することができ，郷土を愛す
る心を育むと共に知の交流拠点としての役割を維持することができました。
これにより，当該施設の主な利用者である地域住民の読書の啓発など生涯にわたり学ぶ環
境を作る場を提供し，郷土愛及び知学びの姿勢が醸成されています。
　「寄せられる意見・苦情件数0件」について,令和元年度は0件で，成果目標である0件を
達成できました。引き続き，地域住民の生涯にわたり学ぶ場としての機能維持及び管理に
努めます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

補助事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 平成29年度 平成30年度 令和元年度

指定管理料の充当月数
活動実績 月 9 9 9
活動見込 月 9 9 9
達成度 ％ 100 100 100

補助事業の総事業費等 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備　考

総事業費 18,375,000 18,875,000 18,602,000 55,852,000円（3ヶ年計）

補助金充当額 18,375,000 18,375,000 18,375,000

うち文部科学省分

図書館及び郷土資料館管理
運営業務に係る委託費

随意契約（公募）
ＮＰＯ法人ぷれでお

（阿久根市）
18,602,000

補助事業の担当課室 阿久根市教育委員会　生涯学習課

補助事業の評価課室 阿久根市教育委員会　生涯学習課

うち経済産業省分 18,375,000 18,375,000 18,375,000

補助事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額



補助事業の概要

　阿久根市葬斎場「佛石の里」は，市唯一の葬斎場であり，稼働件数は年間400件ほどでありま
す。火葬に支障のないよう葬祭場の適切な維持管理を行うことが必要であるため，葬斎場の管理業
務委託費に交付金を充当します。

・葬斎場管理運営業務に係る委託費（7月～3月分の9か月分）

平成28年度 事業終了（予定）年度 令和2年度

事業期間の設定理由

番号 措置名 補助金事業名

3
公共用施設に係る整備，維
持補修又は維持運営等措置

葬斎場指定管理事業

補助事業者名又は間接補助事業者名 阿久根市
補助事業実施場所 阿久根市西目

指定管理者制度による指定管理期間終了まで

補助事業に関係する主
要政策・施策と目標

《主要政策・施策》
第5次阿久根市総合計画（後期基本計画）（平成27年度～令和元年度）
　基本目標2　自然と共生し快適で住みよいまち
　　政策3　住環境の質を高くする

事業開始年度



達成度 ％ 100 100 100

評価年度 令和2年度

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため，事業実施翌年度早期に評価を実施

補助事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 平成29年度 平成30年度 令和元年度

指定管理料の充当月数
活動実績

補助金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標

9 9
月 9 9 9

活動見込 月 9

成果指標 単位

補助事業の定性的な成果及び評価等

　本補助金の活用により，葬斎場の適切な維持管理に努めることができました。これによ
り，当該施設の主な利用者である地域住民が故人との最後の別れを告げる場を提供するこ
とができ福祉の向上が図られました。
　「寄せられる意見・苦情件数0件」について,令和元年度は0件で，成果目標である0件を
達成できました。引き続き，施設の安定した維持管理を行うことにより施設の長寿命化に
努めます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

目標値 件
達成度 ％ 100

寄せられる意
見・苦情件数0件

寄せられる意
見・苦情件数

（件）

成果実績 件 0
0

評価年度の設定理由

葬斎場管理運営業務に係る
委託

随意契約（公募）
有限会社本石材店

（阿久根市）
13,271,400

補助事業の担当課室 阿久根市市民環境課

13,108,800 13,108,800 13,108,800

補助事業の総事業費等 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備　考

総事業費 13,108,800 13,108,800 13,271,400 39,489,000円（3ヶ年計）

補助金充当額

補助事業の評価課室 阿久根市市民環境課

補助事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

13,108,800 13,108,800 13,108,800

うち文部科学省分

うち経済産業省分



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和元年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

措置名
補助事業に要し

た経費

4,086,000 3,487,4401

公共用施
設に係る
整備，維
持補修又
は維持運
営等措置

山下小学校16号棟屋根防水
改修事業

阿久根市

番号 備　考補助金充当額
補助事業者名又は間
接補助事業者名

補助事業の名称



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

番号

（単位：円）

補助事業に関係する主
要政策・施策と目標

《補助金事業に関係する主要政策・施策》
第5次阿久根市総合計画（後期基本計画）
　基本目標4　豊かな人と文化をはぐくみ瞳かがやくまち
　　政策1　次代を担う人材を育成する
　　　基本施策2　教育環境を整備する
　　　　【基本事業】②学校施設の整備
　　　　　　　　　　　老朽化した学校施設は，学校規模の適正化を踏まえ，計画
　　　　　　　　　　　的に補修，大規模改修等の整備を行います。

補助事業実施場所 阿久根市山下

補助事業の概要

　山下小学校の16号棟は，突風により防水シートが剥がれ，雨漏りが発生しました。防水
シートの復旧は難しく，今後ほかの箇所にも雨漏りが発生する可能性があるため，雨漏り
を根本的に解決するための塗膜防水工事に補助金を充当します。

・16号棟屋根塗膜防水工事　A＝315㎡

令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度事業開始年度

1

補助事業者名又は間接補助事業者名 阿久根市

措置名 補助金事業名

公共用施設に係る整備，維
持補修又は維持運営等措置

山下小学校16号棟屋根防水改修事業



うち経済産業省分

平成29年度

補助事業の活動指標及
び活動実績

総事業費

補助金充当額

うち文部科学省分

0

達成度

活動指標
箇所
箇所
％

令和元年度

山下小学校施
設整備補修要
望箇所16箇所

0

0 0 4,086,000

- - 100.0%

山下小学校校舎屋根の防
水改修箇所

備　考

0

0

活動実績
活動見込

補助事業の契約の概要

補助事業の総事業費等

成果目標 成果指標

令和元年度平成30年度

事業期間の設定理由

達成度

箇所
箇所
％

- - 1
- - 1

平成29年度 平成30年度

山下小学校施設
整備補修要望の
聞き取りによる

16

評価年度 令和２年度
成果実績
目標値

補助金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
次年度の補修要望ヒアリング後に評価するため

　本補助金の活用により，雨漏りが発生していて利用に不具合のあった小学校施設の改修
をすることができました。これにより，当該施設の主な利用者である児童の安心・安全な
学習活動の確保が図られました。
引き続き，利用者の満足する教育体制の充実に努めます。
　「山下小学校施設整備補修要望箇所」については，令和2年度に改めて達成度合いを測定
予定です。

無

補助事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

単位

補助事業の担当課室

補助事業の評価課室

阿久根市教育委員会教育総務課

阿久根市教育委員会教育総務課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
屋根塗膜防水工事 指名競争入札 株式会社西園機動建設（阿久根市） 4,086,000

3,487,440

3,487,440



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和元年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

2

公共用施
設に係る
整備，維
持補修又
は維持運
営等措置

消防団小型動力ポンプ整備
事業

阿久根市 2,277,000 1,680,301

3

公共用施
設に係る
整備，維
持補修又
は維持運
営等措置

災害対応用備品整備事業 阿久根市 986,700 664,670

（単位：円）

措置名
補助事業に要し

た経費

4,199,000 2,866,7521

公共用施
設に係る
整備，維
持補修又
は維持運
営等措置

総合体育館天井サッシ防水
改修事業

阿久根市

番号 備　考補助金充当額
補助事業者名又は間

接補助事業者名
補助事業の名称



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

番号

（単位：円）

補助事業に関係する主
要政策・施策と目標

《補助金事業に関係する主要政策・施策》
第5次阿久根市総合計画（後期基本計画）
　基本目標4　豊かな人と文化をはぐくみ瞳かがやくまち
　　政策2　生涯にわたり学習・スポーツ活動する環境をつくる
　　　基本施策2　スポーツ・レクリエーションに親しむ環境をつくる
　　　　【基本事業】⑤スポーツ・レクリエーション施設の適正な維持管理
　　　　　　　　　　　老朽化した施設・設備を改良し，適正に維持管理します。ま
　　　　　　　　　　　た，市民がスポーツ，レクリエーションなどに利用しやすい
　　　　　　　　　　　環境づくりに努めます。

補助事業実施場所 阿久根市赤瀬川

補助事業の概要

　阿久根市の総合体育館は，平成6年に竣工し，平成30年度末で24年が経過し，耐用年数の
経過や老朽化等によって，横風を伴う雨や台風の際には数箇所で雨漏りが発生していま
す。総合体育館は災害時には避難所としての役割を担い，また，2020年国民体育大会の主
要施設でもあるため，本補助金を充当し，天井サッシ部分を中心に改修を行うものです。

・天井サッシ部分防水改修事業　　シーリング打替　1,163ｍ

令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度事業開始年度

1

補助事業者名又は間接補助事業者名 阿久根市

措置名 補助金事業名

公共用施設に係る整備，維
持補修又は維持運営等措置

総合体育館天井サッシ防水改修事業



うち経済産業省分

平成29年度

補助事業の活動指標及
び活動実績

総事業費

補助金充当額

うち文部科学省分

0

達成度

活動指標
箇所
箇所
％

令和元年度

0

0 0 4,199,000

- - 100.0%
総合体育館防水改修箇所

備　考

0

0

活動実績
活動見込

補助事業の契約の概要

補助事業の総事業費等

成果目標 成果指標

令和元年度平成30年度

事業期間の設定理由

達成度

人

人

％

- - 1
- - 1

平成29年度 平成30年度

総合体育館の利
用者数：1日ごと
の利用者数の合

計

35,000

評価年度 令和3年度

成果実績

目標値

補助金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
改修整備後の翌年度に係る年間利用者数をもって評価するため

　本補助金の活用により，経年劣化及び老朽化によって雨漏りが発生していた阿久根市の
総合体育館を改修することができました。これにより，当該施設の主な利用者である地域
住民が安心及び快適に体育館を使用でき，利便性向上が図られました。
　「総合体育館の年間利用者数」については，令和3年度に改めて達成度合いを測定予定で
す。

無

補助事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

総合体育館
の年間利用
者数35,000

人

単位

補助事業の担当課室

補助事業の評価課室

阿久根市教育委員会スポーツ推進課

阿久根市教育委員会スポーツ推進課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
天井サッシ部分防水工事 指名競争入札 株式会社西園機動建設（阿久根市） 4,199,000

2,866,752

2,866,752



番号 措置名 補助金事業名

2
公共用施設に係る整備，維
持補修又は維持運営等措置

消防団小型動力ポンプ整備事業

補助事業者名又は間接補助事業者名 阿久根市
補助事業実施場所 阿久根市鶴見町

補助事業の概要

　三笠分団三笠第2班の小型動力ポンプは，平成30年度末で配備から15年が経過し，老朽化
が見られるため，小型動力ポンプの更新に補助金を充当します。

・小型動力ポンプ（1台，4ストロークガソリンエンジン，出力22kW，規格放水時燃料消費
量9L／Hr以下），艤装費，附属品

令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度

補助事業に関係する主
要政策・施策と目標

《補助金事業に関係する主要政策・施策》
第5次阿久根市総合計画（後期基本計画）
　基本目標1　誰もが安心していきいきと暮らせるまち
　　政策5　市民の生命と財産を守る
　　　基本政策1　防災力と危機管理体制を強化する
　　　　【基本事業】④危機管理体制の充実
　　　　　　　　　　市民の危機管理意識を高めるために，防災訓練等の実施や自主
　　　　　　　　　　防災組織の設立及び活動強化に努め，地域の防災力を強化しま
　　　　　　　　　　す。

事業開始年度



毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため，事業実施翌年度早期に評価を実施

補助事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 平成29年度 平成30年度 令和元年度

消防団小型動力ポンプ整
備台数

活動実績 台 - - 1
活動見込 台 - - 1
達成度 ％ - - 100.0%

評価年度 令和2年度

活動現場におけ
る重大事故発生

件数　0件

活動現場におけ
る重大事故発生

件数の合計

成果実績 件
0

評価年度の設定理由

補助金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位

補助事業の定性的な成果及び評価等

　本補助金の活用により，老朽化が進み，機能低下が見受けられた小型動力ポンプの更新
をすることができました。これにより，消防団員の安全確保，安全確実な活動を円滑に行
うことが可能となり，消防体制の充実が図られ地域住民の安心及び安全の確保につながり
ました。
　「活動現場における重大事故発生件数」については，令和2年度に改めて達成度合いを測
定予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

事業期間の設定理由

目標値 件
達成度 ％

消防団小型動力ポンプ整備 指名競争入札 株式会社鹿児島消防防災（鹿児島市） 2,277,000

補助事業の担当課室 阿久根市総務課

補助事業の評価課室 阿久根市総務課

補助事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

0 0 1,680,301

うち文部科学省分

うち経済産業省分

0 0 1,680,301

補助事業の総事業費等 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備　考

総事業費 0 0 2,277,000

補助金充当額



補助事業の概要

　阿久根市では，阿久根市備蓄計画に基づき食糧，生活必需品及び資機材を購入すること
で，市域に大規模な災害が発生した場合の市民の安心・安全を確保します。令和元年度は
備蓄計画のうち発電機，投光器，コードリールの整備を行うため，これらの整備に補助金
を充当します。

・発電機　10台
・投光器　10台
・コードリール　10台

補助事業に関係する主
要政策・施策と目標

《補助金事業に関する主要政策・施策》
阿久根市備蓄計画　1　総則　 　基本的な考え方
　大規模災害時には，家屋の倒壊，焼失等により，多数の避難者，負傷者が発生すること
が予想されることから，行政備蓄として平時から食糧，資機材及び生活必需品の備蓄を行
う必要がある。

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度

番号 措置名 補助金事業名

3
公共用施設に係る整備，維
持補修又は維持運営等措置

災害対応用備品整備事業

補助事業者名又は間接補助事業者名 阿久根市
補助事業実施場所 阿久根市鶴見町



災害対応用備品購入 指名競争入札 有限会社ひがさやま（阿久根市） 986,700

補助事業の担当課室 阿久根市総務課

補助事業の評価課室 阿久根市総務課

うち経済産業省分 0 0 664,670

補助事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

補助金充当額 0 0 664,670

うち文部科学省分

補助事業の総事業費等 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備　考

総事業費 0 0 986,700

補助事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 平成29年度 平成30年度 令和元年度

災害対応用備品（発電
機・投光器・コードリー
ル）の備蓄数量

活動実績 台 - - 30
活動見込 台 - - 30
達成度 ％ - - 100.0%

補助金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和元年度

備蓄計画の目標
数量の達成100％
（令和元年度）

目標数量が達成
した品目数／備
蓄計画で掲げた
備蓄の品目数

成果実績 ％ 100
目標値 ％ 100
達成度 ％ 100.0%

評価年度の設定理由
災害対応用備品の整備後，早期に評価する必要があるため

補助事業の定性的な成果及び評価等

　本補助金の活用により，阿久根市備蓄計画に基づいた備蓄物資を購入することができま
した。これにより，行政備蓄として平時から食糧，生活必需品及び資機材の備蓄が整備さ
れ大規模な災害が発生した場合の地域住民の安心及び安全を守るための備蓄面での準備が
整いました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

事業期間の設定理由



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和元年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

2

公共用施
設に係る
整備，維
持補修又
は維持運
営等措置

消防団普通消防積載車整備
事業

阿久根市 8,250,000 6,563,793

（単位：円）

措置名
補助事業に要し

た経費

5,082,000 3,742,6311

公共用施
設に係る
整備，維
持補修又
は維持運
営等措置

小型消防ポンプ軽四輪積載
車整備事業

阿久根市

番号 備　考補助金充当額
補助事業者名又は間

接補助事業者名
補助事業の名称



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

番号

1

（単位：円）

補助事業に関係する主
要政策・施策と目標

《事業に関する主要政策・施策》
第5次阿久根市総合計画（後期基本計画）（平成27年度～令和元年度）
　基本目標1　誰もが安心していきいきと暮らせるまち
　　政策5　市民の生命と財産を守る
　　　基本政策１　防災力と危機管理体制を強化する
　　　　【基本事業】④危機管理体制の充実
　　　　　　　　　　市民の危機管理意識を高めるために，防災訓練等の実施や自主
　　　　　　　　　　防災組織の設立及び活動強化に努め，地域の防災力を強化しま
　　　　　　　　　　す。

補助事業実施場所 阿久根市鶴見町

補助事業の概要

　既存の小型消防ポンプ軽四輪積載車は，平成9年に導入し，幅員4メートル未満の狭い道路や山間地等の
災害現場で活躍してきましたが，平成30年度末で配備から21年が経過し，老朽化による走行性低下と積載
してある小型消防ポンプを含めた装備の不備が見受けられます。
　幅員4メートル未満の狭い道路や山間地，糸魚川市で発生した木造住宅密集地での大規模火災に類似した
災害現場などでの活動を効果的に行うために，小型消防ポンプ軽四輪積載車及び積載資器材の更新を行う
ものです。

・小型消防ポンプ軽四輪積載車（1台，全長3,400mm，全幅1,470mm，全高1,970mm），艤装費，積載品及び
附属品

令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度事業開始年度

阿久根市

措置名 補助金事業名

公共用施設に係る整備，維
持補修又は維持運営等措置

小型消防ポンプ軽四輪積載車整備事業

補助事業者名又は間接補助事業者名



うち経済産業省分

平成29年度

0

5,082,000

- - 100
消防組合車両整備台数

備　考

0

0

活動実績
活動見込

補助事業の活動指標及
び活動実績

総事業費

補助金充当額

うち文部科学省分

0

達成度

活動指標
台
台
％

令和元年度

0 0

補助事業の契約の概要

補助事業の総事業費等

成果目標 成果指標

令和元年度平成30年度

事業期間の設定理由

達成度

件

件

％

- - 1
- - 1

平成29年度 平成30年度

補助金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
事業実施翌年度の実績により評価を実施

　本補助金の活用により，老朽化が進み，機能低下が見受けられた小型消防ポンプ軽四輪
積載車の更新をすることができました。これにより，消防職員の安全確保，安全確実な活
動を円滑に行うことが可能となり，消防体制の充実が図られ地域住民の安心及び安全の確
保につながりました。
　「活動現場における重大事故発生件数」については，令和3年度に改めて達成度合いを測
定予定です。

無

補助事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

活動現場におけ
る重大事故発生

件数　0件

活動現場におけ
る重大事故発生

件数の合計
0

評価年度 令和3年度

成果実績

目標値

単位

補助事業の担当課室

補助事業の評価課室

阿久根地区消防組合

阿久根地区消防組合

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
小型消防ポンプ軽四輪積載車整備 指名競争入札 鹿児島森田ポンプ㈱（鹿児島市） 5,082,000

3,742,631

3,742,631



番号 措置名 補助金事業名

2
公共用施設に係る整備，維
持補修又は維持運営等措置

消防団普通消防積載車整備事業

補助事業者名又は間接補助事業者名 阿久根市
補助事業実施場所 阿久根市鶴見町

補助事業の概要
　山下分団山下班の消防積載車は，平成30年度末で配備から26～27年が経過し，老朽化による走行
性低下と附属品の欠陥が見受けられるため，積載車の更新に補助金を充当します。
・普通消防積載車（1台，全長5,140mm，全幅1,820mm，全高2,670mm），艤装費，積載品及び附属品

令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度

補助事業に関係する主
要政策・施策と目標

《事業に関する主要政策・施策》
第5次阿久根市総合計画（後期基本計画）（平成27年度～令和元年度）
　基本目標1　誰もが安心していきいきと暮らせるまち
　　政策5　市民の生命と財産を守る
　　　基本政策１　防災力と危機管理体制を強化する
　　　　【基本事業】④危機管理体制の充実
　　　　　　　　　　市民の危機管理意識を高めるために，防災訓練等の実施や自主
　　　　　　　　　　防災組織の設立及び活動強化に努め，地域の防災力を強化しま
　　　　　　　　　　す。

事業開始年度



事業実施翌年度の実績により評価を実施

補助事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 平成29年度 平成30年度 令和元年度

消防団車両整備台数
活動実績 台 - - 1
活動見込 台 - - 1
達成度 ％ - - 100

評価年度 令和3年度

活動現場におけ
る重大事故発生

件数　0件

活動現場におけ
る重大事故発生

件数の合計

成果実績 件
0

評価年度の設定理由

補助金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位

補助事業の定性的な成果及び評価等

　本補助金の活用により，老朽化が進み，機能低下が見受けられた普通消防積載車の更新
をすることができました。これにより，消防団員の安全確保，安全確実な活動を円滑に行
うことが可能となり，消防体制の充実が図られ地域住民の安心及び安全の確保につながり
ました。
　「活動現場における重大事故発生件数」については，令和3年度に改めて達成度合いを測
定予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

事業期間の設定理由

目標値 件
達成度 ％

消防団普通消防積載車整備 指名競争入札 鹿児島森田ポンプ㈱（鹿児島市） 8,250,000

補助事業の担当課室 阿久根市総務課

補助事業の評価課室 阿久根市総務課

補助事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

0 0 6,563,793

うち文部科学省分

うち経済産業省分

0 0 6,563,793

補助事業の総事業費等 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備　考

総事業費 0 0 8,250,000

補助金充当額


